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証券コード：8306

2021年度中間期
（2021年4月1日～2021年9月30日）

株主の皆さまには、平素より格別の
お引き立てを賜り厚く御礼申し上げます。

2021年度中間期の業績について 企業変革については、外部事業者と協働した各種デジ
タルトランスフォーメーション施策や、社員の自律的な
挑戦を促すエンゲージメント施策などを進めてきまし
た。コロナ禍での経験を活かした新しい働き方への移
行など、環境変化に柔軟かつ迅速に対応しています。

成長戦略と構造改革についても、中期経営計画に沿
って順調に進捗しています。さらに、経営資源の最適
配置の観点から、米国子会社のMUFGユニオンバンク
の株式を米国大手銀行U.S. Bancorp社に譲渡するこ
とを9月に発表しました。本件後も米国は重要な市場
であり、MUFGの強みを活かせる法人取引を中心とし
た事業に集中するとともに、U.S. Bancorp社との資本
業務提携を通じて、新たな成長をめざします。

5月に公表した「MUFGカーボンニュートラル宣
言」の実現に向けては、お客さまと対話を重ねており、
お客さまの脱炭素化への取り組みを金融面からしっか
りサポートしていきます。

今後も、MUFGの強みを活用しながら変革に挑戦し
続け、当社のパーパス（存在意義）である「世界が進
むチカラになる。」を実現していきます。株主の皆さ
まにおかれましては、今後とも一層のご支援を賜りま
すよう、よろしくお願い申し上げます。

2021年12月

取締役
代表執行役社長 グループCEO

2021年度中間期は、顧客部門の着実な増収や与信関
係費用の戻り益計上、出資先のモルガン・スタンレー
の貢献利益の増加を主因に、親会社株主に帰属する中
間純利益は前年同期比3,806億円増加の7,814億円と
なりました。中間期としてはMUFG発足以来の最高益
となります。期初に掲げた通期の業績目標（8,500億
円）に対して約92%の進捗率となったことを受け、同
目標を1兆500億円に上方修正しました。

中期経営計画の財務目標であるROEは10.9%とな
り、財務の健全性を示す普通株式等Tier1比率（規制最
終化ベース・有価証券含み益除き）は10.4%となりま
した。

こうした業績・財務状況等を踏まえ、株主還元の充
実を図ります。1株当たり予想配当金は、期末配当を期
初予想から1円引き上げ、前年度比3円増加の年間28円
とします。併せて、1,500億円を上限とする自己株式
取得を実施します。

中期経営計画の進捗について

今年度は「挑戦と変革の3年間」と位置付けた中期
経営計画の初年度です。戦略の3本柱として掲げた企
業変革・成長戦略・構造改革は、着実に前進している
という手応えを感じています。

MUFG通信
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2021年度中間期決算ハイライト
決算のポイント

連結業務粗利益は前年同期比769億円減少
親会社株主に帰属する中間純利益は7,814億円。通期業績目標を1兆500億円に上方修正
普通株式等Tier1比率*1(規制最終化ベース・有価証券含み益除き*2)は10.4%と、十分な水準を維持
1株当たり年間配当予想は28円に引き上げ

連結業務粗利益*

（信託勘定償却前）
親会社株主に帰属する
中間純利益

普通株式等Tier1比率*1

(規制最終化ベース・有価証券含み益除き*2)

1兆9,808億円

2021年度
中間期

2兆578億円

2020年度
中間期

2021年度
中間期

7,814億円

2020年度
中間期

4,008億円

2019年度末 2020年度末

9.7％

2021年度
中間期末

10.4％

（前年同期比 769億円減少） （前年同期比 3,806億円増加） （前年度末比 ＋0.7％）
（通期目標 1兆500億円） （目標 9.5%～10.0％）

連結業務粗利益は、国債等債券関係損
益の減少を主因に、前年同期比769億
円減少しました。

* 今年度よりクレジットカード関連費用等を、営
業費から役務取引等費用へ組み換えました。遡
及適用による2020年度中間期の影響額は351
億円です。

親会社株主に帰属する中間純利益
は、与信関係費用の戻り益や、株式等
関係損益、モルガン・スタンレーの貢
献利益増加等を主因に、前年同期比
3,806億円増加しました。通期業績
目標は期初設定時から2,000億円引
き上げ、1兆500億円としました。

10.4％と引き続き十分な水準を確保
しています。
*1 財務内容の健全性を表す指標で、銀行が金融危

機時においても業務を継続するために必要な、
損失吸収力の高い自己資本（普通株式や内部留
保など）を、リスクアセットで割ったものです。

*2 バーゼルⅢ規制見直しの最終化によるリスクア
セット増加影響を反映させた試算値です。その
他有価証券評価差額金を除きます。

株主還元

配当性向
25.5％ 32.9％ 61.0％＊ 41.3％ 34.2％

自己株式の取得価額の総額
約2,000億円 約1,500億円 約500億円 ー 約1,500億円

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

10円

19円
11円

11円

22円

12.5円

12.5円

25円

12.5円

25円

12.5円

9円

2021年度
（予想）

13.5円

28円

14.5円

期末配当中間配当 普通株式1株当たり配当金

*  のれんの一括償却による影響を控除した配当性向は37％

2021年度の中間配当は、期初予想の通り
13.5円としました。期末配当は期初予想から
1円引き上げ、年間での配当予想は前年度比
3円増加の28円とします。配当性向は34.2％
となる見込みです。併せて、1,500億円を上
限とする自己株式取得を実施します。

▶決算ハイライトの詳細は
こちらをご覧ください
https://www.mufg.jp/dam/ir/fs/2021/pdf/highlights2109_ja.pdf
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中間期決算ハイライト

https://www.mufg.jp/dam/ir/fs/2021/pdf/highlights2109_ja.pdf
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トピックス
　2021年度からの中期経営計画は、環境の変化に応じたビジネスモデルを作り上げ、
３年後に「金融とデジタルの力で未来を切り拓くNo.１ビジネスパートナー」となること
をめざしています。

 中期経営計画の詳細は
「MUFG Report 2021
（統合報告書）」をご覧ください

　その実現に向けた企業変革の取り組みとして、「デジタルトランスフォーメーション」、
「環境・社会課題解決への貢献」、「カルチャー改革」をご紹介します。

デジタルトランスフォーメーション

　スマートフォン等を通じて、個々のお客さまのライフス
テージに合わせた金融サービスをご提案するなど、デジタ
ルだからこそ可能なきめ細かい対応を実現します。外部事
業者と連携して、新しい金融サービスやそのための基盤を
提供していきます。
　一例として、2021年12月にリリース予定の「Money 
Canvas」は、さまざまな金融商品・サービスを一体で提供
する資産運用プラットフォームです。グループ外の企業と
も提携し、お客さまの多様なニーズにお応えします。

Money Canvas お客さまの資産形成を
総合的にサポート
株式／投資信託

合同金銭信託

クラウドファンディング

投資一任サービス・ロボアドバイザー

保険

ポイント運用／株式交換

環境・社会課題解決への貢献

　持続可能な環境・社会の実現に向けて、「気候変動対応・
環境保全」、「少子・高齢化社会への対応」、「インクル
ージョン＆ダイバーシティ」など、MUFGが優先的に取り
組む10課題を特定し、さまざまな取り組みを進めていま
す。中でも気候変動への対応を牽引するため、「MUFGカ
ーボンニュートラル宣言」を発表し、2050年までの投融資
ポートフォリオの温室効果ガス排出量ネットゼロの達成を
コミットしています。
　具体的な取り組みの状況は、９月発行の「MUFGサステ
ナビリティレポート2021」をご覧ください。

「MUFGサステナビリティレポート2021」は
 こちらをご覧ください

MUFGカーボンニュートラル宣言
2050年までの投融資ポートフォリオの温室効果ガス排出量ネットゼロ、

2030年までの当社自らの温室効果ガス排出量ネットゼロ

主な取り組み

ファイナンスを通じた
脱炭素化

パリ協定に整合的な目標設定と
情報開示の拡充・透明性向上

自社独自で進める
脱炭素化

カーボンニュートラル実現を
支える体制の強化

カルチャー改革

　カルチャー改革のテーマは「スピードと挑戦」です。
パーパス起点での行動を促し、自由闊達な企業風土を醸成
することで、戦略のスピードアップや社員の自律的な挑戦
を促進します。こうした経営の思いを伝えるため、2021年
度上期は社長と役員が国内外のべ約５万人とのタウンホー
ルミーティングを開催しました。直属の上司と部下の間
で、MUFG Way*を自らの業務や行動と結び付けて語る
「MUFG Way浸透セッション」も実施しています。社員
が仕事の意義を見つめ直すとともに、お互いの理解を深め
る機会となっています。こうした取り組みを通じて、多様な
社員が活躍する、自由闊達な企業風土を醸成していきます。

社長によるタウンホール
ミーティングの様子

*　MUFG Wayとは、MUFGのパーパス（存在意義）である「世界が進む
チカラになる。」を中心とした、MUFGの全ての活動の指針です。
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https://www.mufg.jp/dam/ir/report/disclosure/pdf/ir2021_all_ja.pdf
https://www.mufg.jp/dam/csr/report/2021/ja_all.pdf
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オンライン株主セミナー開催のお知らせ
MUFGでは下記の通り、株主さま向けセミナーを開催します。お手持ちのパソコン、スマートフォン等で
ご覧いただけます。

1 開催概要

対  象  者 2021年9月末時点で当社株式をお持ちの株主さま
参  加  費 無料

経済セミナー
配 信 日 程 2022年3月11日（金）～4月10日（日）

五十嵐 敬喜氏

所 要 時 間 90分

内 容

テ ー マ 内外の経済・金融を展望する（仮題）
講 　 師 五十嵐 敬喜 氏

株式会社リカレントエコノミクス 代表
前 三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社 研究理事

2 お申込み方法
１ 下記のお申込み専用URLにアクセスしてください。スマートフォン等で下記の二次元バーコードを

読み取る方法、または赤枠の「お申込み専用URLの検索方法」によりアクセスできます。
郵送でのお申込みは受け付けていないため、参加申込書（ハガキ）の同封はございません。

お申込み専用URL https://www.mufg.jp/webseminar/

締め切り 2022年1月5日（水）
お申込み専用URLの
二次元バーコード お申込み専用URLの検索方法

 

1．検索エンジン（GoogleやYahoo!等）で「MUFG」を検索していただき、https://www.mufg.jp/ に
アクセスしてください。

2．MUFGのWebサイト（https://www.mufg.jp/）右上にある虫眼鏡マーク をクリックすると、
検索窓が表示されます。検索窓に「株主セミナー」と入力してください。

3．一番上に表示される「オンライン株主セミナーお申込み受付」をクリックしてください。

２ お名前・株主番号・ご住所・Eメールアドレスをご入力のうえ、お申込みください。
３ 配信開始日の約一週間前までに、ご入力いただいたEメールアドレスに視聴に必要なURL・ユーザー名・

パスワードを記載した動画配信のご案内メールをお送りいたします。

【ご注意】 1．動画視聴に必要な通信料等は各自のご負担になります。
2．やむを得ない理由で中止や内容変更となる場合がございます。あらかじめご了承ください。

【お問い合わせ先】
株式に関するお手続についてご不明な点などがございましたら、

以下の株主名簿管理人の連絡先にお問い合わせください。
三菱UFJ信託銀行株式会社証券代行部テレホンセンター

電話：0120-232-711（通話料無料）
（受付時間　土・日・祝日を除く9：00～17：00）

〒100-8330　東京都千代田区丸の内2-7-1
代表電話 03-3240-8111（通話料有料）
（受付時間　土・日・祝日を除く9：00～12：00、
13：00～17：00）

2021年12月発行

オンライン株主セミナー開催のお知らせ

https://www.mufg.jp/webseminar/
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